
  

 
 
 

 
 

 

 

会長(C P)山田滋己「苦難の時こそ、我がクラブから明るい光を！」“ Let's emit bright light from our club at the time of hardship！” 
 

 
国際会長(IP)Jacob Kristensen(Denmark)“TRUST IN THE RIVER OF LIFE”(命の川を信じよう):(Values, Leadership and Extension) 
アジア太平洋地域会長(AP)David Lua(Singapore)“Make a difference”(変化をもたらそう)“INSPIRE”(奮い立たせよう) 
西日本区理事(RD) 古田裕和(京都トゥービー)“Let’s do it now!”“2022に向け埃を持って All is well.” 
六甲部部長(DG)安行英文(さんだ)「行動に信念を、信念は行動に」:Believe in what you do. Do what you believe in. 

4月強調月間 YMCAサービス・ASF 
今期 YMCA と協働した活動を振り返り、次期に継続できるクラブの支援をみんなで考えよう。 

益国 隆人 Y サ・ユース事業主任（広島クラブ） 

  
 

 
  

 
  
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

2020―2021 年度クラブ役員 
【会長】山田滋己【副会長】宮内伸浩【直前会長】水野雄二【書記】宮内伸浩【会計】丹羽和子､小田浩、手塚貴子【監事】鈴木誠也【担当主事】松田道子 

Chartered May 8, 1988 

神戸ポートワイズメンズクラブ 

〒650-0001 神戸市中央区加納町 2-7-11 

神戸 YMCA 内 

Tel 078-241-7204 

Fax 078-241-3619 

E-Mail：houshi@kobeYMCA.org 

http：//www.kobeYMCA.org/ 
 

第 1 例会第 4 水曜日 6：30-8：30P.M. 

第 2 例会第 1 木曜日 7：00-8：30P.M. 

第 400 号 
2021 年 4 月 

＜ 2021年 4月の聖句＞ 
それからトマスに言われた「あなたの指をここに当てて、私の手を見なさい。またあなたの手を伸ばし、

私の脇腹に入れなさい。信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」トマスは答えて、「私の主、私の

神よ」と言った。イエスはトマスに言われた。「私を見たから信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いで

ある。」                          ヨハネによる福音書 20 章 27－29 節 

 復活されたイエスを見るまで、復活の出来事を信じることができなかったトマスとイエス様の信仰につな

がる会話です。「百聞は一見に如かず」とはいうものの、今の世のスピードについていけない私は思うので

す。インターネット、SNS 等でつながるスマホの画面の中の世界は、見たことになるのか、聞いたことにな

るのだろうか？                                  丹羽和子 

＜4 月第１例会＞ 

 春は来たけれど、花は咲いたけれど、⼼に花が咲く
のはいつのことでしょうか。それでもワイズの活動は
続きます。ブリテン発刊第 400 号となりました 
今⽉は滋賀県出張から戻った井内ﾜｲｽﾞによるメンバ

ースピーチです。琵琶湖周辺の訪問記が楽しみです。 
＜記＞ 

・日時：4 月 28 日(水)19:00〜20:20 
・場所：ZOOM 会議室 
・ドライバー：井上真一ﾜｲｽﾞ 
・開会点鐘：山田滋己会長 
・ワイズソング 
・聖句・祈祷：丹羽和子ﾜｲｽﾞ 
・メンバースピーチ 井内朋博ﾜｲｽﾞ 
     「琵琶湖周遊」（写真を添えて） 
・諸連絡、YMCA報告 
・今月のお誕生日、ニコニコ、今月の歌 
・閉会点鐘：山田会長 

＜2 月出席状況＞ 

出席率：86.7％(出席数)13/15(出席率対象会員数)   

充足率：100％(メン11名,ゲスト&ビジター9名) 

＜今後の主な予定＞ 

＜4 月第 2例会＞ 

 4 月 8 日(木) 18:30〜20:20 
＜4 月第 1例会＞ 

 4 月 28 日(水)ZOOM 会議室による例会 

 メンバースピーチ「琵琶湖周遊」井内朋博ﾜｲｽﾞ 

＜被災地支援チャリティーコンサート＞ 

 5 月 1 日(土) 中止→YouTube 配信 
＜5 月第 2例会＞ 

 5 月 6 日(木) 19:00〜20:20 
＜5 月第 1例会＞ 

 5 月 26 日(水)神戸 YMCA三宮会館 2階 

＜西日本区大会＞ 

 6月 5日・6日京都ウェスティン都ホテル 

 

HAPPY BIRTHDAY! 

 ４月８日 ：東 恭子ﾜｲｽﾞ  14 日：細見教江ﾒﾈｯﾄ 

      25 日：宮野愛子ﾜｲｽﾞ 

 

＜2020-2021年度のファンド・累計＞ 
            3月       累計 
ニコニコ      3,500円    26,500円 
物品販売（生柿）                15,000円 
じゃがいも                     310,800円 
その他 
 



  

｢実感を繰り返すことで近づく人々の距離」（会長メッセージ） 

  会長  山田 滋己 

  4 月に入る少し前､今年は早めに桜が開花し満開を迎えました｡今年も“花より団子”とは出来ませんで

したが､コロナ禍ながらも美しく咲く桜を見ると､やはり良いものだと年 1回の時期を満喫できました｡ 

  3 月､仕事の予定が変わり､東日本大震災 被災地での“3.11 記念礼拝と追悼の集い”に急遽出席するこ

とができました｡さりとてコロナ禍､解除後とはいえ緊急事態宣言が出ていた地域から向かうので､PCR 検
査を済ませ､殆ど誰とも出会わない交通機関である自家用車で向かいました｡片道約 1,000km､仕事後に夜

行で向かったものの､幸い仮眠も約 1 時間半で目が覚め走りきれ､開始時刻に間に合いました｡ 

  3.11 の後､2011 年 8 月に郡山まで､その後に被災地に訪問できたのは 5 年後の 2016 年 2 月､石巻市名振

地区の津波石除幕式でした｡初めて行った仙台～石巻､旧大川小学校(震災遺構)､そして浪江町で原発の影

響も見学させて頂き､今も強く印象に残っています｡高校在学時の修学旅行で磐梯山へ行ってから本州内

の以北へは訪問したことがなく､この時まで仙台は東京から大阪ぐらいの時間距離(遠く)との感覚でした

ので､距離感を実感したく､前日(金曜)は仕事の後､新幹線で西明石→東京→仙台と移動しました｡そして

今回､初めて車で往復し､その距離感をさらに実感でき､より近い場所になりました｡ 

  兼ねてから石巻へ自走で行ってみたいと考えていましたが､そう早く機会が巡ってくるとは思っておら

ず､急遽だったものの貴重な機会を得て実感(体感)できました｡例年 3 月は仕事の佳境で現地へ伺うのはか

なり難しい時期｡一方で今年は 10 年一区切りの年ゆえ､やはり訪問し一言でも良いので被災地の方々にこ

れまでの思いを直接伝えたい､という強い気持ちがありました｡“道祖神の招きにあひて(奥の細道)”､“距

離に負けるな､好奇心(JR東海さん)”等の表現は､今でも通じるような気がします｡オンラインで繋がれる

ようになったけれど､加えて実際に出会い交流する(一緒に過ごす幸せな時間を共有する)ことでさらに

人々の距離が近づいて行くように思います｡ 

  2021 年 3 月 11 日の早朝､車窓に見えた希望の朝日､来年以降も続きますように､そして被災地のみなさ

まの真の心の復興が進みますように願いを絶やさず｡ 

 
＜3月第1例会報告＞ 3月24日（水） 

「小合瀬雅之さんの入会式」 
 何度も神戸ポートの例会に出席されていた小合瀬さんで

すが、年末に改めてワイズメンズクラブについての説明を聞

く機会を得て入会を決意されたとのことです。数年前に鉄道

模型を通してご縁ができた京都ゼロクラブの竹園 EMC 事

業主任が駆けつけてくださり、安行部長と共に入会を祝って

くださいました。小合瀬さんには、ご自分の趣味である鉄道

模型をワイズの活動に繋げていただき、いろいろな場面で交

流を兼ねた奉仕を進めてもらいたいと思います。 
 
「ピンピンころりの人生は、お口の健康から〜健康寿命を延

ばす、これからの歯科医療」 
 ワイズの活動も健康でなければできません。今回は、歯科

医療が健康で豊かな人生にどのように関わるかを、長年予防

歯科に取り組んでこられた歯科医師の足立優様より伺いま

した。歯切れの良い語り口調で、大変わかりやすくお話をし

てくださいました。 
 人が健康で豊かな生活を手に入れ寿命を全うするには、口

から始まる感染予防を防ぎ、細胞が必要とする酸素を不足な

く取り込み、細胞が活動できる栄養を取り組むことが不可欠

であるとのこと。これら全て口の健康により得られるもので

あることを肝に銘じ、毎日のケアと正しい歯科医療を受ける

ことを心がけたいと思いました。歯磨き粉を使わないでも丁

寧な歯磨きでほとんどの汚れは落ちることを一つの例に、今

まで当たり前と思っていたことも正しい情報を得て見直す

必要があるかもしれません。 
 自分の歯で美味しいものをちゃんと噛みながらいただき、

できるだけ長く健康に過ごしたいと思いました。（大野智恵） 
 

4 月第 2例会記録(抜粋) 
1.日時:2021年 4月 8日(木) 19:00-20:20 
2.場所:神戸YMCA(+オンライン) 

3.出席者:井内､井上､大野勉､大野智､小田､ 

郡､中山､細見､松田､水野､宮内､山田 

4.内容:  
(1)3月第1例会 

･日時:2021/3/24(水)18:30-20:20 
･場所: ①神戸YMCA(+➁オンライン) 

･出席者: 

メンバー ①大野智､大野勉､小合瀬､小田､郡､丹羽､松田 

水野､宮野､山田    ②細見､宮内    12名 



  

ゲスト 足立優さん(スピーカー) 山田会長ご友人 2名 

ビジター 竹園憲二ﾜｲｽﾞ(西日本区EMC事業主任) 

安行英文ﾜｲｽﾞ(六甲部部長)  2名  

･出席率: 12＋メーキャップ 2(井上、中山)= 

         14÷16名(出席率対象会員数)=87.5％ 

･充足率: 12＋ゲスト&ビジター4=16÷21名＝76.2％ 

(2) 3月度活動報告 

･3/ 6(土) 20:00～ プレ IBC交流会(Web) 
･3/ 7(日) 14:00〜15:00 揚がれ!希望の凧 in須磨海岸  

･3/ 8(月) 19:00～20:30次期六甲部 会長､主査会(Web) 

          議題:次期六甲部計画について 

･3/19(金) 18:30- 神戸YMCAとワイズ六甲部部長&会長､ 

          パートナーシップ委員会との合同懇談会 

          (神戸YMCA+Web) 
･3/20(土) 16:00～17:30 神戸YMCAピンクシャツデー  

          ワークショップ(Web)細見、山田 

･3/22(月) 次期六甲部キャビネット会議 

･3/27(土) 西日本区フォーラム(Web) 
 15:00～17:00フォーラム､19:00～20:00フリートーク 

      大野勉､大野智､小田、松田、水野、山田 

･3/28(日) 六甲部評議会(第2回) 14:00-16:00(Web) 
          井上、大野勉､大野智､小田､松田､水野､山田 

(3)3～ 5月のクラブ例会 

･3月第1例会 :上記の通り｡ 

･4月第2例会: 4/ 8(木) 19:00-20:20､場所 神戸YMCA 
 +各自自宅 等(Web(Zoom)) 
･4 月第 1例会:まん延防止等重点措置」が適用されたので、

外部での移動例会は 止め､通常例会に戻したい｡  

4/28(水) 19:00-20:30オンライン 

メンバースピーチ:井内ﾜｲｽﾞ 長期出張先の滋賀県近江八幡、 

自然豊かなヴォーリズ建築等 

･5月第2 例会:5/ 6(木) 19:00-20:30､場所神戸YMCA 
･5月第1例会:5/26(水) 18:30-20:30､神戸YMCA 
                                   (+オンライン) 

(4)今後の予定､他クラブ例会等 

･5/ 5(水) たまねぎファンド淡路島訪問：5月中 配達 

･5/15(土) 次期六甲部準備役員会 15:30〜17:00 
 (神戸西クラブ周年例会後) 神戸YMCA2階チャペル 

 (+オンライン) 

･5/23(日) 京都パレスクラブ50周年記念例会 

 京都ホテルオークラ､ 4/16(金)申込締切り 

･6/ 5(土)- 6(日) 西日本区大会 於 京都 

  (+オンライン)  5/10(月) 申込締切り 

･6/12(土)東日本区大会 於 オンライン  

(5)協議課題 

･西日本区事業目標 献金 

･5/ 1(土) チャリティーコンサート について 

 中止、出演予定２団体へは謝礼各々２万円 

 代替行事は水野案に沿って検討進める  

･6/5(土)-6(日) 石巻広域クラブとDBC東京むかで 

 クラブとのトライアングルDBC締結式準備､ 

  事前の交流会について 

石巻広域クラブ例会へリモート参加要請あり 

･地域奉仕事業 まなびと移転に伴う支援活動 

ＤＩＹ 5/2-4 食堂備品作り 5/8 その他設備作り 

作業内容をペーパーで提示願う 

作業場所は感染対策十分 

･6月第1例会(6/23(水))入会式について 

･ロースターの扱いに関して 

･ヤング(ユース)メンバー特別対応について 

 【ユースの定義(ワイズ読本より)】 

  ワイズ:15～30歳の男女､日本YMCA同盟:18～35歳の 

  男女⇒10代後半～30代半ばくらいまでの男女 

･EMCに関しての共通理解(広義会員の考え方等) 

＜会員投稿＞ 
「山歩きの中で」    宮内伸浩 

年々短くなる漁期、大阪湾のイカナゴはあっという間に終わ

り、播磨灘は3月21日までということでした。偶然に当日、

須磨の山に登りました。須磨海苔の棚の沖、和田岬にかけて、

最後の船影が漂っています。明石大門が大阪湾との境だと思

い込んでいましたが、今は人工島が境でしょうか。 
昔は春の訪れとともに、イカナゴを煮るあの甘辛い香りが、

どの路地にも満ちていました。でも何時の頃からか、記憶の

中にだけ満ちるようになりました。その頃にまねごとで作っ

た自由律一句。 いかなご煮ている 光も甘く お粗末様で。 
ワイズメンズクラブという居場所   水野雄二 

 2020年6月、コロナ禍の最中、2年間務めた神戸ポートワ

イズメンズクラブの会長を交替しました。本来、ワイズメン

ズクラブの会長職は1年交替ですが、2年継続することにな

ったのは、いくつかの事情がありました。 

 私は2018年7月から会長となり、いくつかの楽しいイベ

ントを企画してきました。年齢も様々、仕事もいろいろ、価

値観も異なる人々との協働は配慮も必要ですが、楽しいもの

でした。児童養護施設でのたこ焼き奉仕、じゃがいもや新た

まねぎの配送、チャリティランでのチョコバナナ、そして盛

況だったチャリティコンサート。神戸ポートでの思い出が積

みあがった2年間でした。 

 そもそも私の父が近江八幡クラブのワイズメンであり、母

はメネット、私はコメットとして育ってきました。物心つい

た頃には、家には様々なワイズマークが付いたグッズがあり、

ガラスコップやスプーン、フォークはどれもワイズの三角マ



  

ークがありました。幼い頃にはよくワイズの集会や大会に連

れていかれて、愛想のよかった私は多くのワイズメンのおじ

さんたちに可愛がられて、マスコットのようにされていたの

を覚えています。クリスマス会では必ずドンクのフランスパ

ンが食べられるディナーがあり、特上のプレゼントをもらっ

たりもしました。「ワイズはおいしい！」これが私のワイズ

の原点です。 

 長じて私自身もワイズメンとなり、四国高松でも、西宮で

も、宝塚、三田、学園都市と関係し、高松、西宮、学園都市

では担当主事を務めました。そして、2002 年以来の神戸ポ

ートが長くなりました。神戸YMCA総主事時代の13年間は本

当にワイズメンズクラブに支えていただきました。その感謝

を込めて、今度は私がワイズを支えたいと思っているのです。 

 いつまで続けられるかわかりませんが、ワイズメンズクラ

ブという居場所を持っていることが安らぎと感じられる間

はそこに座っていたいと思っています。 
「それでも桜は咲く」    井上真二 

神戸YMCA三宮会館斜面地の桜の写真です。この桜は神戸

YMCA学院専門学校フィットネス＆スポーツ学科の（通算）

15期生が卒業時に植樹してくれました。毎年、必ず、このよ

うに咲いてくれる桜を見て勇気づけられます。2021 年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 
「3.11記念礼拝と追悼の集い」   山田 滋己 

日時:2021/ 3/11(木) 14:30～16:45 
場所:石巻栄光教会礼拝堂､YMCA石巻センター 

出席者:大野勉､山田 

  東日本大震災から10年目の日､石巻での記念礼拝と追悼

の集いに出席｡ワイズメンズクラブ東日本区および北東部､

仙台YMCA､4クラブ連絡会議(仙台､仙台青葉城､仙台広瀬

川､石巻広域)共催の機会で､現地ではソーシャルディスタン

スを取り､寒いながら充分に換気しての会､さらにオンライ

ンで東北はもとより関西､関東､北海道から合計20名を超え

る方々が参加する機会となった｡  

  礼拝開始後14:46には地域でサイレンが鳴り､音に合わせ

て黙祷｡10年を振返り､今後も続く復興に祈りを捧げた｡  

  被災された方々はそれぞれ様々な環境の中で10年を過ご

してこられた｡巨額の復興予算が投入されて新しいかさ上げ

地が出来たものの､既に住居や生活を移してしまった方々は

戻らず､また未だ行方不明のご家族や親族に“あの時助けら

れなくてごめん”と心の中で詫びる方々等､土地や建物はあ

る程度復興したが､心の復興にはまだまだ時間が必要とのご

講演､ご挨拶があった｡ 阪神大震災被災地も同様の経験を経

て今がある｡我々被災経験のあるワイズメンとして出来るこ

とはこれからもある､微力ながらも続けて行きたい｡ 

  終了後､石巻広域クラブ役員会に同席させて頂き､東京む

かでクラブと3クラブでのトライアングルDBC(Domestic 
Brother Clubs)締結に向けて準備を進めて行く事を確認し

た｡また一つ支え合える絆が出来る予定でとても楽しみであ

る｡(山田記) 

 

 

 

 
 
10 年⽬の朝⽇                追悼の集い         当クラブからの⽀援⾦贈呈 

(東北⾃動⾞道から)                                     (⼤林会⻑へ) 
 

神⼾ YMCA マンスリーレポートから 
（１）3月、神戸YMCAの各法人での卒園式・卒業式・卒

業礼拝が執り行われ、多くの児童・生徒・学生が新しい

門出を迎えました。2020年度開始当初は、新型コロナウ

イルス感染症の感染防止対策のため、休業や短縮などが

強いられました。大勢の人たちと交わる機会が減る中、

それぞれの創意工夫により行事等を行い、学事歴を終え

ることができました。一人ひとりの願いや想い、ご家族

や関係者の方々のご理解やご協力なしでは迎えることが

できなかった年度末でした。心よりお喜びと共に、感謝

申しあげます。 
（２）3月20日、神戸YMCAピンクシャツデー・ワーク

ショップをZoomで開催いたしました。ファシリテータ

ーの矢野良晃さんが所属される「フリースクールFor 
Life」の現状、また矢野さんご自身が子どもたちと関わ

る中で学ばれていることや感じられていることなどを伺

いながら～いじめに大人がどう理解するのか～というテ

ーマで意見を交わしました。何気ない会話でもほんの少

しの心がけで語る言葉が変わることに気づけた機会でも

ありました。誠実さや謙虚さ、感謝の気持ちで言葉を紡

ぐことができれば幸いです。 
（３）5月8日、神戸YMCA創立135周年を迎えます。 
創立記念日礼拝につきましては、別途お知らせをいたし

ます。 
編集後記 

ブリテン400号。33年と４ヶ月。神戸ポートクラブの足跡

がここに記されています。みんなの足跡をこれからも残し

ていけるように、力強く前を向いて歩んでいきましょう。 

 ブリテンに 何を残すか 考えて 活動するのも 面白いです  お粗末！ 


